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国会事故調力事故闘査の初期段階で1号嬢の原子炉建屋4階の現場鯛査を何おうとした大き

理由の一つは4階における出水の事実である国会事故調の報告書にも屯されているように

月11日の東北地方太平洋沖地震発生時に1号機の原子炉建屋4階で配電盤の点検用足場の設圃

業を行っていた東京電力の協力企業の作業員力ら地震発生直後にユ号機原子炉建屋4階で仕

力あり慌てて逃げたという情報提供力あったことであるこの情報は2011年11月はしめこZ

国会事故鯛発足前に田中三彦に個人的に提供されたものた力その後国会事故調ワーキノグク
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